

























































































































































































































ケース A B C D
























ケース A B C D
粒径 30mm 10mm 5mm 砂のみ
限界摩擦
ｬ度［m／s］
0．63 0．68
ﾈ上
0．62 0．36
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産業廃棄物からなる土壌改良材を利用した飛砂防止対策の開発
　なおガレオナイト微粒子自身の飛散については、目視による確認を行ったが飛散は認め
られず、問題とならなかった、
　　　　　　　　　　　　　6．施工方法に関する検討
　施工上の問題は、ガレオナイトをいかに簡便にかつ定量に散布するかである。本研究で
は、以下のような定量散布装置を考案した。概要をFig．10に示す。
　製造プラントで作られたガレオナイトは施工場所までトラック運搬され、ストックヤー
ドに仮置きした後、散布装置に積み込む，定量散布装置は5．Ot級のクローラダンプに装
着し、積載するガレオナイトを走行しながら均一に散布することとする　本装置は散布ロ
ーラ・一一・一、駆動用油圧モ…タ
ー、支持調整装置等で構成
されており、べ一ス車輌と　　　　　4・ク・一ラダ・プ
なるクローラーダンプの動
力を利用し、走行速度と連
動させることにより一一定量
の散布を行うことができる、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　8
クローラ式の機械を使用し　　　　、　　　　　　　　　　＝一　
ているため不整地や軟弱地
盤にも対応が可能である。
クローラダンプの進入でき
ないのり面等では、散布装
置を使わずにバックホウや　　　　　　　Fig・10クローラダンプの概要
人力によって敷き均しを行う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　7．まとめ
1）砂面に十塊を散布する新しい飛砂防止工法を開発し、試験施工・風洞実験結果による
検証を行った．これにより本工法が飛砂の抑制に十分有効であることが確認された。
2）本工法は産業廃棄物からなる土壌改良材を利用したリサイクル・無公害工法であり、
環境問題にも十分配慮された画期的工法と言える。
3）本工法で用いている土塊の高い保水性は、夏季に周辺の気温を低減させる効果が期待
される、現在、この点に着目して、周辺の温熱環境に及ぼす影響についての検討を進め
ている。
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